短日と長日条件飼育におけるニカメイガChilo suppressalis Walker幼虫時の糖量 by 積木, 久明 et al.
農学研究 54 : 61-70 (1972) 
短日と長日条件飼育におけるニカメイガ
Chilo suppressalis Walker 
幼虫時の糖量






















室で16時間照明， 8時間暗黒(以下 16hrsと略記す)と 10時間照明， 14時間暗黒(以

























80%エタノール抽出液 0.5ml当り O.1N H2SO. O. 2mlを入れ.沸騰湯浴中で10分加熱
し，流水で冷却後1NNaOH 0.4mlを加え，再び10分加熱し冷却後1晩冷蔵庫に置き，
3000 r. p. m.で10分遠心し，その上清をさらに東洋鴻紙 No2の減紙で鴻過し，その減
液を全糖測定と同様の方法により比色定量した.第1表はグルコースおよびトレハロース
の酸及びアルカリに対する安定性について示した.
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ペーパーは東洋溜紙No51A 40 x 40cmを20x20cmに切断したものを用いた.
展開溶媒は主に下記のものを用いた〈友田1968).
[1U:] n-プタノール:ピリジγ:水=6 : 4 : 3 
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然現時間 j該当聾量 の縫. 10fI 20自 羽田 4Q日
16 hrs 
トレハロー ス 18.39 18.16 19.23 21.84 
グリコーゲン <1 <1 <1 <1 
10 hrs 
トレハロー ス 14.75 12.12 15.46 15.44 
グリコーゲン <1 <1 <1 <1 





全 糖 34.54 14.46 8.78 11.32 
16 hrs トレハロー ス 26.97 9.62 4.44 7.25 
グリコゲ γ 6.07 29.08 41. 87 38.54 
全 糖 22.03 19.25 13.00 15.45 
10 hrs トレハロー ス 18.∞ 10.49 9.50 7.11 
















15日 20日 25日 30日
16.71 17.89 21.03 20.26 




全糖 10.07 6.74 3.58 4.09 
血リ γパ以外の組織 トレハロー ス 6.99 3.66 2.68 2.93 










図ー 2，第2図ー 2).全糖とトレハロースの差をグルコースとみるならば 25土20C飼育条件
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第 1図 薄層Fロマトグラフィー (0.2%アントロン硫酸試薬散布による発色)
1. エカメイガ幼虫血リンパ中の糖組成
2. ニカメイガ幼虫血リンパ以外の組織中の槍組成
第 2図 ペーパークロマトグラフィー (硝酸銀試薬散布による発色)
1. ユカメイガ幼虫血リンパ中の糖組成
2. ニカメイガ幼虫血リンパ以外の組織中の糖組成
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